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【内容】 

 2030 年を目標年とした SDGs は 2024 年から後半戦に入る。SDGs の周知度が 9 割に達した今、SDGs の啓

発の時代は終わり、これからは SDGs を具体的に推進する時期に当たる。そのためには、17 目標程度の表層

的な理解ではなく、それぞれの課題の歴史的な意義と経緯に立ち返って、より深い理解に基づいて行動に移

していくことが求められる。 
本書はその副題に「現状・歴史そして未来をとらえる」とあるように、第一部では SDGs の前身となる地

球サミット以来の SD の考え方や MDGs（ミレニアム開発目標）での目標と成果を踏まえて、2024 年の「現

状」を確認する。特に教育の観点から ESD・地球市民教育と SDGs の関連について章を設けている。 
 続く第二部では、SDGs の「歴史」について、戦後の 4 つのグローバル課題との連続性について解説する。

具体的には、平和問題、開発問題、環境問題、人権問題である。SDGs の 17 目標はこれら 4 つのグローバル

課題が重層的に折り重なって成立していることを明らかにする。SDGs は平和問題の観点が弱いので、核と

平和について 1 章を割いている。 
 第三部では、2030 年以降のグローバル課題がどうなっていくのかについての「未来」を展望する。ここで

は、人口、生物多様性、気候変動、貧困・格差問題などの行方を扱う。最終章で、SDGs を「自分事」とし

て捉えるにはどうしたらよいのかを議論する。SDGs は今の地球社会の「変革」を求めていて、「節約・リサ

イクル」レベルの活動を超えるための方策を探る。 
 筆者はこれまでに『SDGs と開発教育』『SDGs と環境教育』『SDGs とまちづくり』『SDGs カリキュラムの

創造』（学文社）を刊行してきた。SDGs 関連文献は 1000 冊以上に上るが、2016 年刊行の著作は日本で最初

の SDGs 解説書であった。SDGs の後半戦に向けて、本書により関係者の皆さんが改めて活力と展望を得ら

れることを期待している。 
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